
P2 特集・あさかわの桜
P4 町のわだい・できごと
 P4　浅川中学校卒業式
 P6　町長賞・体育協会表彰式
 P8　その他のわだい・できごと
P11 米寿祝い
P12 出生祝い
P12 保健センターだより
P16 各種お知らせ
 P16　春の全国交通安全運動
 P18　その他のお知らせ
P23 4月の主な行事
P24 町民リレー
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あ
さ
か
わ
の

桜
　

日
に
日
に
寒
さ
も
和
ら
い
で
い
き
、
春

の
足
音
が
だ
い
ぶ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
世
間
を
賑
わ

せ
る
の
が
桜
の
開
花
状
況
。
桜
は
正
式
な

日
本
の
国
花
で
は
な
い
で
す
が
、
知
名
度
、

開
花
の
興
味
・
関
心
の
高
さ
に
よ
り
、
今

で
は
国
花
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
川
町
の
桜
も
蕾
を
つ
け
、
だ
ん
だ
ん

と
開
花
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
、
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
載
っ

て
い
る
町
の
桜
の
名
所
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
町
に
は
八
紘
園
、
城
山
公
園
を
は

じ
め
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
桜
が
見
れ
る
の

で
、
暖
か
い
春
の
日
は
お
弁
当
を
持
っ
て

町
の
桜
め
ぐ
り
な
ど
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
回
紹
介
す
る

場
所
以
外
に
も
、
浅
川
町
に
は
様
々
な
場

所
に
桜
が
咲
い
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の

お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
て
み
る
の

も
面
白
そ
う
で
す
ね
。

春
う
ら
ら
か
な
一
日

　
　

お
花
見
に
出
か
け
よ
う

2.弘法山公園

3.恵比寿宮農村公園9.八紘園9.八紘園

7.慈眼寺6.来福寺 8.永昌寺

5.背戸谷地農村公園

4.町民グラウンド

1.城山公園とライトアップ
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卒業おめでとう

　

第
67
回
浅
川
中
学
校
卒
業
証
書
授

与
式
が
、
３
月
13
日
㈭
に
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、
75
名
の
皆
さ
ん
が
卒

業
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
三
森
朗
校
長
よ
り
卒
業

生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
、
卒
業
生
は
育
て
て
く
れ
た

両
親
に
感
謝
の
意
を
込
め
、
花
を
送

り
ま
し
た
。
全
員
に
卒
業
証
書
を
授

与
し
た
後
、
三
森
校
長
か
ら
「
高
い

志
と
強
い
意
志
を
持
ち
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
卒
業
の
記
念
と
し
て
、

印
鑑
と
卒
業
証
書
入
れ
の
筒
が
内
田

教
育
長
よ
り
授
与
さ
れ
、
卒
業
生
を

代
表
し
て
富
永
寛
之
さ
ん
が
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
須
藤
町
長
と
来
賓
の

方
々
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
在
校
生
を

代
表
し
て
緑
川
五
月
さ
ん
が
送
辞
を

読
む
と
、
卒
業
生
代
表
の
吉
田
瑞
希

さ
ん
が
３
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返

り
、
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
卒
業
生
の
富
永
悠
太

さ
ん
指
揮
、
山
崎
萌
花
さ
ん
伴
奏
の

も
と
全
員
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の

合
唱
を
す
る
と
、
卒
業
生
の
多
く
が

涙
を
流
し
、
３
年
間
を
共
に
し
た
仲

間
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

75
名
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写真解説
①最後となる「校歌」斉唱
②卒業証書を授与される卒業生
③記念品を授与される富永寛之さん
④送辞を読む緑川五月さん
⑤答辞を述べる吉田瑞希さん
⑥指揮をする富永悠太さんと伴奏の山崎萌花さん
⑦感謝の意を込めて花を渡す卒業生

1

2

3

7 6 5 4
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代表でお礼のことば述べるを矢内優穂さん（3年）

優秀な成績をあげた子どもたちを表彰
　

第
27
回
「
町
長
賞
」
授
与
式
が
、
２
月
28
日
㈮
に
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
町
長
賞
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
学
、
音
楽
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

た
小
・
中
学
生
や
団
体
を
た
た
え
る
も
の
で
、
今
年
度
は
２
団
体
と
29
名
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
団
体
の
代
表
者
や
学
校
ご
と
の
代
表
者
へ
須
藤
町
長
よ
り
表
彰

状
と
記
念
品
の
図
書
カ
ー
ド
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
岡
田
初
明
教
育
委
員

長
よ
り
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
浅
川
中

学
校
３
年
の
矢
内
優
穂
さ
ん
が
「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
さ
ら
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

◇
団
体
の
部

里
白
石
小
学
校

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
体
特
別
賞

山
白
石
小
学
校

・
福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞

◇
小
学
校
個
人
の
部
（
浅
川
小
）

金
成
　

美
花
（
５
年
）

・
第
46
回
福
島
県
児
童
作
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　
　
　

準
特
選

須
藤
　

太
一
（
２
年
）

・
福
島
県
小
学
校
理
科
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
特
選

佐
藤
　

朱
音
（
６
年
）

・
JA
共
済
福
島
県
小
・
中
学
生

　

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　

奨
励
賞

・
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

（
毛
筆
の
部
）
　
　

書
き
ぞ
め
賞

鈴
木
　

し
お
り
（
６
年
）

・
第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　

福
島
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　

入
選

◇
小
学
校
個
人
の
部
（
里
白
石
小
）

緑
川
　

航
（
３
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
民
報
社
賞

富
永
　

真
未
（
４
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　

福
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

圓
谷
　

吏
生
（
４
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
民
報
社
賞

相
田
　

琴
星
（
５
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
テ
レ
ビ
賞

富
永
　

滉
助
（
６
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　

NHK
福
島
放
送
局
賞

小
澤
　

涼
香
（
６
年
）

・
第
37
回
福
島
県
書
道
連
盟
選
抜
展

　
　
　
　
　
　

福
島
民
友
新
聞
社
賞

小
澤
　

圭
一
朗
（
３
年
）

・
第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　

福
島
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　

入
選

◇
小
学
校
個
人
の
部
（
山
白
石
小
）

松
浦
　

大
輝
（
１
年
）

・
第
46
回
福
島
県
児
童
作
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　
　
　

準
特
選

須
藤
　

和
（
４
年
）

・
第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　

福
島
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　

入
選

・
第
3
回
乗
っ
て
み
よ
う
水
郡
線

　

児
童
絵
画
展
　
　
　
　
　
　

金
賞

鈴
木
　

奏
美
（
４
年
）

・
第
61
回
福
島
県
短
歌
祭

　
　
　
　
　
　
　

福
島
県
歌
人
会
賞

生
田
目
　

結
衣
（
４
年
）

・
第
34
回
FCT
児
童
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
選

・
第
48
回
福
島
県
小
・
中
学
校

　

民
友
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
　

特
選

受
賞
し
た
団
体
・
個
人

　

（
敬
称
略
・
受
賞
名
簿
順
）

２
団
体
、
29
名
が
受
賞
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◇
中
学
校
個
人
の
部
（
浅
川
中
）

上
野
　

榛
南
（
３
年
）

・
第
67
回
福
島
県
下
小
・
中
学
校

　

音
楽
祭
（
第
３
部
創
作
）
　

銅
賞

生
田
目
　

志
保
（
２
年
）

・
第
67
回
福
島
県
下
小
・
中
学
校

　

音
楽
祭
（
第
３
部
創
作
）
　

銅
賞

桒
原
　

美
南
（
３
年
）

・
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

海
上
保
安
協
会
福
島
県
支
部
長
賞

・
福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

県
中
地
方
振
興
局
長
賞

白
川
　

七
美
（
３
年
）

・
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
長
賞

・
福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル
　
　

福
島
県
知
事
賞

・
福
島
県
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　
　
　

優
秀
賞

矢
内
　

優
穂
（
３
年
）

・
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
長
賞

・
土
砂
災
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

福
島
県
砂
防
協
会
長
賞

・
地
域
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞

・
福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

県
中
地
方
振
興
局
長
賞

山
崎
　

萌
花
（
３
年
）

・
「
未
来
に
残
そ
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海
」

　

絵
画
コ
ン
ク
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ル

　

第
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本
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優
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賞
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島
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ポ
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ー
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ル
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済
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小
・
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ポ
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タ
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コ
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ク
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ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
賞

・
福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
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２
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福
島
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ポ
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コ
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我
妻
　

夏
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２
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土
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ポ
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コ
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島
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砂
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会
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ポ
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日
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ポ
ス
タ
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コ
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ク
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・
福
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ポ
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タ
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コ
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ク
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ル

　
　
　
　
　

県
中
地
方
振
興
局
長
賞

金
澤
　

優
花
（
３
年
）

・
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　
　
　
　
　
　
　

書
き
ぞ
め
奨
励
賞

◎
個
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部

◇
優
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選
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賞

八
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司
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介
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２
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サ
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あ
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学
法
石
川
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３
年
）

大
河
内
　

愛
美
（
学
法
石
川
高
２
年
）

小
濃
　

美
涼
（
学
法
石
川
高
２
年
）

斎
藤
　

那
奈
（
学
法
石
川
高
２
年
）

鈴
木
　

紗
也
佳
（
学
法
石
川
高
２
年
）

関
根
　

夏
歩
（
学
法
石
川
高
２
年
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

佐
藤
　

克
哉
（
学
法
石
川
高
３
年
）

渡
邉
　

教
介
（
学
法
石
川
高
２
年
）

岡
部
　

由
梨
子
（
白
河
高
２
年
）

・
陸
上
競
技

◇
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
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小
濃
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浅
川
小
６
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・
少
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松
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川
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富
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滉
助
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里
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小
６
年
）

・
陸
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◎
団
体
の
部

浅
川
小
ベ
ス
ト
男
子
４×

100
Ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム

浅
川
小
５
年
男
子
４×

100
Ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム

・
陸
上
競
技

あ
さ
か
わ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

・
少
年
野
球
　

受
賞
し
た
団
体
・
個
人

　

（
敬
称
略
・
受
賞
名
簿
順
）

　

平
成
25
年
度
の
浅
川
町
体
育
協
会
表
彰
式
が
、
2
月
28
日
㈮
に
町

中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
分
野
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
た
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
3
団
体
、
16

名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

３
団
体
、
16
名
が
受
賞
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ギ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
本
社
で
は

陳
継
仁
（
ジ
ェ
リ
ー
・
チ
ェ
ン
）
会
長
ら

よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
会
社
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
須
藤
町
長
は
「
浅
川
町
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
の
成
功
を
祈
る

と
共
に
、
相
互
交
流
の
促
進
を
図
り
た

い
。
」
と
述
べ
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
社
に
併
設
す
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
工
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

台
湾
視
察
研
修

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
が
火
の
用
心
!!

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
、
山
白
石

小
学
校
児
童
で
結
成
さ
れ
て
い
る
「
山
白

石
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
広
報

活
動
が
、
３
月
６
日
㈭
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
白
石
小
学
校
の
代
表
３
名

が
石
川
消
防
署
浅
川
分
署
員
と
一
緒
に
広

報
車
に
よ
る
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
隊
員
た
ち
も
各
地
区
で
地
元
消
防
団

と
共
に
一
軒
一
軒
家
を
回
り
、
「
火
の
用

心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
！
」
と
、

元
気
に
リ
ズ
ム
よ
く
叩
か
れ
る
拍
子
木
と

あ
わ
せ
て
、
大
き
な
声
で
「
火
の
用
心
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

消
防
団
、
火
災
予
防
啓
発
活
動

　

町
消
防
団
に
よ
る
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
防
火
パ
レ
ー
ド
」
が
、
３
月
１
日

㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
石
川
消
防
署
浅
川
分
署
、

町
消
防
団
第
５
分
団
第
２
班
の
協
力
の
も

と
行
わ
れ
、
広
報
車
、
消
防
車
両
で
町
内

一
円
を
回
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
無
火
災

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥
し
大
変
火
災

の
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
浅

川
町
で
は
平
成
24
年
３
月
30
日
以
降
、
約

２
年
間
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
無
火
災
が
続
く
よ
う
、
皆
さ
ん
も

火
災
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

須
藤
町
長
と
浅
川
町
農
業
委
員
会
（
大

竹
昭
市
会
長
）
の
委
員
14
名
が
、
２
月
22

日
㈯
か
ら
24
日
㈪
の
日
程
で
台
湾
の
ギ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
本
社
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
企
業
を
含
め
る
と
社
員

1
2
0
0
人
で
台
湾
有
数
の
企
業
で
あ
る

ギ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
ガ
ー
デ

ン
バ
レ
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
跡
地
を

利
用
し
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
に
取

り
組
む
永
和
電
力
株
式
会
社
の
親
会
社
で

あ
り
、
今
回
の
訪
問
は
ギ
ガ
ソ
ー
ラ
マ
テ

リ
ア
ル
か
ら
要
請
を
受
け
行
わ
れ
ま
し
た
。

町のわだい・できごと

工場を見学する町長と農業委員会委員

パレードを行う消防団員と分署の皆さん 粉雪の降る中、元気に火の用心を呼びかける児童たち

陳会長と固い握手を結ぶ須藤町長
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「
寝
た
き
り
高
齢
者
友
愛
訪
問
」
が
２

月
７
日
㈮
に
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会

長
（
須
藤
町
長
）
が
、
介
護
度
の
高
い
寝

た
き
り
の
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お

見
舞
い
を
手
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族
の
方
に
も
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
共
同
募
金
の
事
業
に
よ
り

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
18
名
の
方

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
中
央
テ
レ
ビ
「
ぼ
く
ら
は
ふ
く
し

ま
キ
ッ
ズ
マ
ン
」
の
撮
影
が
、
２
月
18
日

㈫
に
浅
川
幼
稚
園
に
お
い
て
行
わ
れ
、
子

供
た
ち
が
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
影
響
で
、
外
で
思
い
切
り

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
少
し

で
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
回
撮
影
さ
れ
た
も
の
は
、
４
月
20
日

㈰
の
午
前
６
時
よ
り
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ

に
お
い
て
放
映
さ
れ
ま
す
。

町
内
の
寝
た
き
り

　
　

高
齢
者
を
訪
問

　

山
白
石
保
育
所
で
は
、先
生
か
ら
ひ
な
ま

つ
り
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、皆
で
楽
し
く
ひ

な
ま
つ
り
誕
生
会
を
し
ま
し
た
。お
昼
に
は

餃
子
を
作
り
、美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
誕
生
会

ふ
く
し
ま
に
元
気
を

　

３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ

「
ひ
な
ま
つ
り
誕
生
会
」
が
、
浅
川
幼
稚

園
、
浅
川
保
育
所
、
山
白
石
保
育
所
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
つ
く

ら
れ
た
ひ
な
壇
か
ら
誕
生
日
を
迎
え
る
子

供
た
ち
が
顔
を
出
し
、
自
己
紹
介
を
し
た

後
将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
先
生
か

ら
顔
写
真
入
り
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
誕
生

カ
ー
ド
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
保
育
所
で
は
、
大
き
な
雛
壇
が
ス

テ
ー
ジ
上
に
飾
ら
れ
、
子
供
た
ち
が
雛
壇

の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
お
昼

の
給
食
は
ち
ら
し
寿
司
な
ど
が
出
さ
れ
、

ひ
な
ま
つ
り
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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町のわだい・できごと

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
圓
谷
文
雄
会

長
）
主
催
に
よ
る
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
２
月
21
日
㈮
に
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、
昨
年
優
勝
の

荒
町
Ｃ
チ
ー
ム
が
２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
が
手
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し

て
、
「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」
や
「
生
き
が

い
増
進
」
に
役
立
て
よ
う
と
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
町
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
19
チ
ー
ム
、
108
名
の
方
が
参

加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

優
　

勝…

荒
町
Ｃ
チ
ー
ム

　

準
優
勝…

山
白
石
第
２
Ａ
チ
ー
ム

　

３
　

位…

荒
町
Ｂ
チ
ー
ム

み
す
み
会
福
祉
表
彰

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
丸
３
年
経
過
に

あ
わ
せ
、
「
明
日
へ
向
か
う
社
会
福
祉
の

つ
ど
い―

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
社
会

福
祉
功
労
表
彰
式―

」
が
、
３
月
５
日
㈬

に
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て

行
わ
れ
、
浅
川
町
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ぎ
そ
う
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
式
で
は
、
震
災
当
時
、
避

難
所
運
営
な
ど
に
よ
り
被
災
者
お
よ
び
避

難
者
の
受
け
入
れ
や
、
地
域
の
方
に
対
す

る
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
の
功
労
が

あ
っ
た
個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
功
労
表
賞
受
賞

　

町
議
会
議
員
の
鈴
木
國
夫
議
員
（
山
白

石
７
区
）
が
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
の
15
年
以
上
在
議
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

鈴
木
議
員
は
平
成
10
年
10
月
４
日
の
当

選
以
来
、
５
期
15
年
５
か
月
（
平
成
26
年

３
月
現
在
）
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
、
総
務
経

済
常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、

町
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
状
は
、
３
月
４
日
よ
り
始
ま
っ
た

第
２
回
議
会
定
例
会
の
議
場
に
お
い
て
、

笹
島
亮
二
町
議
会
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

福
祉
活
動
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
み
す
み
会
（
代
表
、

緑
川
公
子
さ
ん
）
が
、
２
月
19
日
㈬
に
受

賞
の
報
告
の
た
め
役
場
町
長
室
を
訪
れ
ま

し
た
。

 

発
足
以
降
「
町
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
中
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
み
す
み
会

は
、
そ
の
功
績
が
財
団
法
人
福
島
民
友
愛

の
事
業
団
に
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

 

み
す
み
会
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
浅
川

町
保
健
協
力
員
と
し
て
活
躍
し
た
方
々
で
、

「
任
期
終
了
後
も
継
続
し
て
自
分
た
ち
な

り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
れ
ば
」

と
の
思
い
で
、
平
成
４
年
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
22
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
手
軽
ス
ポ
ー
ツ

荒
町
Ｃ
チ
ー
ム
２
連
覇

全
国
町
村
議
会

　

議
長
会
表
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いつまでもお元気で 祝米寿



　白石　貴浩・香織夫妻（本町１区）に誕
生した第４子、悠翔（ゆうと）くんです。
　（平成25年10月31日生まれ、男の子）
～メッセージ～
　きょうだい仲良く元気に育ってね
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いしい ゆうせいくん

きや えいとくん ごうた かなこちゃん すずき ゆうかちゃん せきね りょうたくん たちばな らいむちゃん

おやけ ゆきちゃん かくた たくしゅんくんいしい ゆうせいくん

きや えいとくん ごうた かなこちゃん すずき ゆうかちゃん せきね りょうたくん たちばな らいむちゃん

おやけ ゆきちゃん かくた たくしゅんくん

　浅川町の子育てサークル「のびのびくらぶ」では、平成２６年度の会員を募集しています。このサーク
ルはお母さんたちが自主運営していて、毎月２回程度、子育てのことについて話したり子供が楽しめる季
節の行事を実施したりして活動しています。子育てをしていていろいろな悩みや不安があっても、活動に
参加し気分転換することで、お母さん自身が安心できるのではないかと思います。また、子供同士で遊ぶ
ことやさまざまな体験をすることは子供を大きく成長させます。
　入会を希望される方は、４月下旬頃までに保健センターに電話等で申し込んでください。

2月21日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達
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2月21日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

13　広報あさかわ　2014.4 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

◆日　程：　４月２３日（水）・５月２８日（水）・　６月２５日（水）
　　　　　　８月２７日（水）・９月２４日（水）・１０月２２日（水）
　　　　　１２月１０日（水）・２月２５日（水）・　３月２５日（水）
◆時　間：午後１時～５時（個別相談・予約制）
　　　　　※相談時間は３０分～１時間程度、費用は無料で、秘密は厳守します。
◆場　所：浅川町保健センター
◆内　容：臨床心理士による個別相談・専門医療機関の紹介等
◆申込先：浅川町保健センター（電話３６－４７２２）
　　　　　希望される場合は、前日までに保健センターに電話予約をしてください。

こころの健康相談のお知らせ

３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

４月１０日（木）
５月　８日（木）

次回は５月３０日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２４年８月～９月生

次回は６月３日（火） ４月２５日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程

受付時間

対 象 者

対 象 者

４月１７日（木） 次回は５月８日（木）

午後１：３０～１：４５
石川町保健センター

４月　平成２５年１２月生
５月　平成２６年　１月生 平成２５年６月～９月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２５年４月～５月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

　日　程：４月８日（火）・４月２２日（火）・５月１３日（火）　場　所：保健センター
　ホールの開放時間：午前９時３０分～１１時３０分
★「つどいの広場参加カード」を作成しています。１回遊びにくると１ポイント。
　（ダブルポイントの日もあります。）５ポイントで「はぶらし」をプレゼント。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

【つどいの広場・育児相談】

　日　程：５月２８日（水）　場　所：浅川幼稚園
　開催時間：午前１０時～１１時
★幼稚園の教室や園庭で自由に楽しくあそびましょう。赤ちゃんから参加できます。
★「つどいの広場参加カード」をご持参ください。ポイントがたまります。

【みんなといっしょの広場】

～今年度から、臨床心理士によるこころの健康相談が年９回になりました～

　こころに悩みや不安など抱えるご本人やそのご
家族、関係者の方々が対象です。１人で悩まずに、
ぜひ、お気軽にご相談ください。
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「妊婦健康診査」受診費用の助成について
　浅川町では、妊婦健康診査の費用を１５回助成しています。浅川町民である妊婦の方が、医療機
関で妊婦健康診査を受診するとき、その費用を浅川町が負担するものです。費用助成を実施する検
査項目は、福島県医師会の指示により定められています。（妊婦の方がかかりつけの医師の指示に
基づく特別な検査を受ける場合は、費用助成の対象になりません。）
　「妊婦一般健康診査受診票」は、妊娠を届け出たとき（母子健康手帳の交付時）に同時に交付し
ていますので、医師により妊娠の診断を受けたらすみやかに届け出をしてください。（妊婦一般健
康診査受診票交付前の受診費用については自己負担となります。また、さかのぼっての公費負担は
しません。）
　母子健康手帳及び受診券の交付は保健センターで行っています。他町村から転入された場合でも
該当しますのでご連絡ください。

　免疫というのは、ウイルスや細菌などの体にとっての異物が侵入したりがんが生じたりしたときに、そ
れを退治したり排除したりする生体防衛システムです。もともと誰のからだにも備わっていますが、その
免疫力の強さは生活環境によって大きな違いが出てきます。
　免疫力を強化しＮＫ（ナチュラルキラー）細胞が活性化すれば、風邪などの感染症予防だけでなく、が
んの抑制にも効果があります。
　下記のアンケートにある生活習慣を見直し、病気への抵抗力を高めていきましょう。

免疫力が高まれば、病気にもかかりにくくがん細胞さえもやっつける！！

当てはまる項目に○印をつけてみましょう。
栄養バランスのとれた食事を実践している。
「今日がだめなら明日があるさ。」と考えるタイプである。
たばこは吸わない、または10年以上前にやめた。
声を出してよく笑う。
1日1万歩以上歩いている。

アルコールの飲み過ぎることはない。
（適量は、ビール：中1本、日本酒：１合まで）

毎日、野菜をどっさり食べる。
（１日に野菜のおかずを小鉢に５皿）

食べ物はよく噛んで食べている。
ほぼ毎日、気持のよい排便がある。
一晩眠れれば翌朝には疲れは回復している。
抗菌グッズは使っていない。

○の数の合計　　　　　個

○の数が１０個以上 ○の数が９～５個 ○の数が４個以下
　免疫力は十分にあると思われ
ます。今までどおり、規則正し
い生活を続けましょう。

　たとえ今は健康であっても、
年齢とともにいろいろな病気が
出てきます。免疫力を高める努
力をしましょう。

　このままでは健康を損ねる可
能性が大きいので、免疫力を高
めるよう生活改善をしてくださ
い。

病気への抵抗力を知る「免疫力」テスト

判定＆アドバイス
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予防接種についてのお知らせ

　日本脳炎については、ワクチンの副作用等で接種見合わせの時期がありましたが、３年前に新ワクチン
（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）が開発され、その時期に接種ができなかった年代を対象に接種を勧め
ております。下記の年齢に該当する方は母子健康手帳をよく確認してください。予診票がない場合は、保
健センターにご連絡ください。

１．特例対象児：平成７年４月１日～平成１９年４月１日までに生まれたお子さん
　　　　　　　　※１期（３回分）と２期（１回）、計４回の接種が終わっていない方が対象です。
２．接 種 回 数：１期３回 ２期１回（１期接種後から４～５年後が望ましい）
３．接 種 方 法：個別接種

　妊婦の方が妊娠初期に風疹に罹患すると、赤ちゃんに白内障、難聴、心臓の奇形などの先天性風疹症
候群の発生が懸念されます。今後の流行拡大を防止し、先天性風疹症候群を予防するため、昨年より風疹
予防接種費用等の助成を行っています。なお、この予防接種はご本人の希望による任意接種ですので、法
律上の義務・強制はありません。

１．対 象 者（接種当日の時点で浅川町に住所のある方で、次のいずれかに該当する方）
　（１） 妊娠を希望もしくは予定している女性
　（２） 妊娠している女性の夫（婚姻関係は問わない）
　（３） 妊娠を希望もしくは予定している女性の夫
　※麻疹風疹混合ワクチンまたは風疹ワクチンの接種歴が２回ある、明らかに風疹にかかったことがある、
　　妊娠している場合等、一部対象にならない場合もありますので接種前にご確認ください。
２．助 成 期 間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日
３．助 成 額：抗体検査・・・・・・・・・・・・・・・１回　５，１００円（必須）
　　　　　　　　風疹ワクチンの場合・・・・・・・・・・１回　７，０００円を上限に助成
　　　　　　　　麻疹風疹混合ワクチンの場合・・・・・・１回１０，０００円を上限に助成
４．申 請 方 法：石川郡内の医療機関の場合は、直接医療機関に申し込んでください。石川郡外の医療機
　　　　　　　　関の場合は、事前に保健センターに必要な書類を取りにきてください。

１）日本脳炎予防接種について（定期接種）

２）風疹ワクチンの接種費用等助成事業について（任意接種）

　肺炎球菌ワクチンとは、高齢の方の肺炎球菌による肺炎感染を予防するためのものです。過去５年以内
に接種した方、過去に町の助成を受けて接種した方は対象となりません。よく確認し、主治医とご相談く
ださい。

１．対 象 者：町内に住所を有する７０歳以上の方、または６５歳以上７０歳未満で下記の疾患がある方
　　　　　　　※呼吸器・腎臓・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する方
　　　　　　　※悪性新生物の治療歴のある方又は治療中の方
　　　　　　　※糖尿病による薬物治療を有する方
２．助 成 期 間：平成２６年４月１日～平成２６年９月３０日
　　　　　　　※平成２６年１０月以降は、定期予防接種になる方向で国の検討が進められております。
３．助 成 額：１人１回４，０００円（残り４，０００円を町が助成します。）
　　　　　　　※接種前にかかる診察及び接種ができなかった場合の費用については全額自己負担となり
　　　　　　　　ます。
４．申 請 方 法：予防接種の説明・予診票の配布を行いますので、印鑑を持参し保健センターへきてください。
５．そ の 他：石川郡内の医療機関のみでの接種助成となります。郡外の医療機関での接種は公費負担
　　　　　　　　の対象となりませんのでご注意ください。

３）高齢者肺炎球菌予防接種について（任意接種）
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春の全国交通安全運動
４月６日(日)～４月１５日(火)

スローガン

○自転車の安全利用の推進（特に福島県自転車安全利用五則の徹底）
・自転車利用時は「福島県自転車安全利用五則」、交通ルール・マナーを遵守しましょう。

○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　シートベルト、チャイルドシート着用の効果、必要性を認識し、車に乗ったら必ずすべての座席で　
　シートベルト・チャイルドシートを正しく着用しましょう。

○飲酒運転の根絶
・飲酒運転の悪質性・危険性、交通事故の悲惨さを認識し、飲酒運転の根絶を推進しましょう。
・飲酒を伴う各種行事や会合等には、車を持ち込まないようにしましょう。やむを得ない場合は、
　ハンドルキーパーを決めておくなどして、飲酒運転を防止しましょう。
・飲酒運転だけでなく、飲酒運転を助長する行為（車両提供・酒類提供車両同乗）の根絶を推進しま
　しょう。

　自転車の利用が増大する中、自転車関連事故が大きな社会問題となっており、自転車利用者のルール
遵守とマナー向上に対する国民の関心が高まっていること、後部座席シートベルトの着用率やチャイル
ドシートの使用率がいまだに低調であること、重大交通事故の原因となる飲酒運転による悲惨な交通事
故が後を絶たないことから、次の3点を運動の重点とします。

　春の交通安全運動では、少子化が進む中、次世代を担う子どものかけがえのない命を社会全
体で交通事故から守ることが重要であり、特にこの時期は新入学児童等に交通ルールや交通マ
ナーを習得させる必要があるとともに、交通事故死者数全体の約半数を高齢者が占める交通事
故情勢に的確に対処する必要があることから、「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の基
本として実施されます。

～ 4月10日(木)は「交通事故死ゼロを目指す日」～

《福島県自転車安全利用五則》
1　自転車は、原則車道を左側通行、歩道は例外
2　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
3　信号遵守と一時停止・安全確認
4　安全ルール・マナーを守る
　・飲酒運転 ・二人乗り・並進の禁止
　・夜間はライトを点灯 ・反射材着装
　・運転中の携帯電話・ヘッドホンの使用、傘さし運転の禁止
5　被害軽減のためヘルメット着用に努める

・頭部を保護するため、ヘルメットの着用に努めましょう。

「事故のない 明るい未来は 君の手で」「事故のない 明るい未来は 君の手で」
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　人身事故の発生件数、傷者数は年により増・減はあるものの、平成17年から死者数は0人で、近年は減
少傾向にあるようです。しかし、第8次浅川町交通安全計画において目標に掲げた「発生件数15件、死者
数0人、傷者数20人以下」を達成できた年は、過去10年間で平成20年、平成24年、平成25年のみです。
　また、前年の浅川町の高齢者運転者の事故発生件数割合は57.1%と非常に高い数値となっております。
暗くなったら運転をひかえるなど、高齢運転者の皆さんは交通事故に十分注意してください。
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　「平成26年春の全国交通安全運動」期間中（土曜・日曜・学校の休業日を除く）区長さんから割当
てられた地点で指導をお願いします。
　実施時間は、《午前7時00分から午前7時45分まで》 です。
　なお、指導にあたりましては、自ら交通事故にあわないよう十分注意してください。

「一戸・一名・一朝運動」とは、
町民総ぐるみで交通ル－ルのわ
からない子供たちを無事に学校
まで送り届ける街頭（自宅から
近い横断歩道や交差点など）で
の交通指導です。
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自転車の交通ルールを守りましょう
自転車は「車両」です。車道の左側（端）通行が原則です

自転車の路側帯通行に関する規定は次のとおりです

自転車が通行できる路側帯は道路左側に限定されました

　　　　　　　【自転車の通行方法の規定（道路交通法）】
○車両（自転車を含む。）は、歩道又は路側帯と車道の区別された道路で
　は「車道」を通行しなければなりません。（17条１項）
○自転車は、道路の左側端を走行しなければなりません。（18条１項）

　改正前の自転車を含む軽車両の路側帯通行に関し
ては「・・路側帯を通行することができる。」とさ
れ、進行方向が明確に規定されていなかったため、
双方向通行が可能でした。
　本改正は、自転車同士の正面衝突やすれ違い時の
接触事故等を未然に防止するとともに、軽車両の通
行ルールを整理し、その徹底を図るため、通行でき
る路側帯を左側に限定したものです。
　（罰則：３月以下の懲役又は５万円以下の罰金）

　道路交通法には、「軽車両は、著しく歩行者の通行を妨げることとなる場合を除き、・・・路側帯を通行するこ
とができる。」と規定されています。（道路交通法第１７条の２）
　自転車で道路左側の路側帯を通行する場合は、歩行者の妨げにならないように注意しましょう。

①道路標識や道路標示により自転車通行可の場合。
②自転車の運転者が、児童・幼児（１３歳未満）、７０歳以上車道通
　行に支障がある身障者
③道路工事、駐車車両、著しく交通量が多い、車道の幅が狭いなど、
　歩道を通行することがやむを得ない場合。
※歩道は、歩行者の通行のための場所ですから、自転車を走行させる
　場合は、歩行者の安全を最優先しなければなりません。

※『自転車専用通行帯』とは、自動車等と自転車の通行部分を区分し、自
　転車専用通行帯として指定された部分です。
　自転車専用通行帯は、道路左側の自転車通行帯を通行しましょう。

◎『路側帯』とは、歩行
者通行のため、歩道がな
い道路に設置されている
いわゆる「歩行者用」の
通行部分です。

◎『駐停車禁止路側帯』
とは、『路側帯』を駐停
車禁止として指定した通
行部分です。

※一番上の写真のように、歩道がある場所での白線は、『車道外側線』です。『路側帯』ではありません。

道路交通法の一部改正
平成25年12月１日施行

左側の路側帯は通行可能 右側の路側帯は通行不可

自
転
車
は
、
原
則
と
し
て

　

「
道
路
左
端
」
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

福島県（福島県交通対策協議会）・福島県警察本部

路側帯を通行する場合は、「道路左側の路側帯」を通
行しなければなりません。（道路交通法第１７条の２）

☆自転車が「歩道」を通行できる場合☆

車
道
外
側
線

歩
道

車
道
外
側
線

歩
道
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医
療
機
関
等
に
お
け
る
窓
口
負
担
の

免
除
に
つ
い
て

　

窓
口
負
担
の
免
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
な
い
免
除
証
明
書

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
免

除
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効

期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
免
除
証
明
書
の
有

効
期
限
後
も
、
ご
加
入
の
医
療
保
険

の
保
険
者
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
窓

口
負
担
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
窓
口
負
担
が
免
除
さ
れ
る
場

合
、
有
効
期
限
が
更
新
さ
れ
た
新
し

い
免
除
証
明
書
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

※

引
き
続
き
窓
口
負
担
が
免
除
さ

れ
る
場
合
、
新
し
い
免
除
証
明
書
は

ご
加
入
の
医
療
保
険
の
保
険
者
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
窓
口
負
担
の
免
除
、
免

除
証
明
書
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ご
加
入
の
医

療
保
険
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
保
健
福
祉
部
国
民
健
康
保
険
課

　

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
2
0
3

　

認
知
症
の
症
状
と
接
し
方
、
医
療

機
関
の
受
診
、
介
護
保
険
の
利
用
、

本
人
や
家
族
の
心
身
の
問
題
な
ど
の

つ
い
て
、
認
知
症
介
護
経
験
の
あ
る

相
談
員
が
電
話
又
は
面
接
に
よ
る
助

言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
話
料
は
相
談
者
負
担
で
す
が
、

相
談
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

☎
0
2
4-

5
2
2-

1
1
2
2

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て
い

る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
を

電
話
、
面
接
、
手
紙
又
は
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

家
に
よ
る
法
律
、
年
金
・
保
健
、
税

金
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
通
話
料
は
相
談
者
負
担
で
、
専

門
家
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

☎
0
2
4-

5
2
4-

2
2
2
5
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fukushim
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人
事
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東
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事
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局

第
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自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
一
部
取
り
扱
っ
て
い
な

い
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
）
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
送
付

致
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に
よ
り
届

か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
１

日
㈫
か
ら
6
月
2
日
㈪
ま
で
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

自
動
車
税
の
納
期
限
は

6
月
2
日
で
す

その他

,

,

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒

程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
・
高
卒
者
試
験
）
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
1
日
㈫
〜
8
日
㈫

第
1
次
試
験
日

4
月
27
日
㈰

一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
9
日
㈬
〜
21
日
㈪

第
1
次
試
験
日

6
月
15
日
㈰

一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

6
月
23
日
㈪
〜
7
月
2
日
㈬

郵
送
・
持
参

6
月
23
日
㈪
〜
26
日
㈭

第
1
次
試
験
日

9
月
7
日
㈰

　

申
し
込
み
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

司
法
書
に
よ
る

　
　
　

無
料
相
談
会

東
日
本
大
震
災
の

　
　

被
災
者
の
方
々
へ

高
齢
者
総
合

　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

福
島
県
認
知
症

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

募 集

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　

（
白
河
市
本
町
2
）

　

４
月
３
日
㈭

　

５
月
１
日
㈭

　

6
月
5
日
㈭

　

午
後
5
時
〜
8
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

4
月
17
日
㈭

　

5
月
15
日
㈭

　

6
月
19
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
4
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

相 談
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自転車の交通ルールを守りましょう
自転車は「車両」です。車道の左側（端）通行が原則です

自転車の路側帯通行に関する規定は次のとおりです

自転車が通行できる路側帯は道路左側に限定されました

　　　　　　　【自転車の通行方法の規定（道路交通法）】
○車両（自転車を含む。）は、歩道又は路側帯と車道の区別された道路で
　は「車道」を通行しなければなりません。（17条１項）
○自転車は、道路の左側端を走行しなければなりません。（18条１項）

　改正前の自転車を含む軽車両の路側帯通行に関し
ては「・・路側帯を通行することができる。」とさ
れ、進行方向が明確に規定されていなかったため、
双方向通行が可能でした。
　本改正は、自転車同士の正面衝突やすれ違い時の
接触事故等を未然に防止するとともに、軽車両の通
行ルールを整理し、その徹底を図るため、通行でき
る路側帯を左側に限定したものです。
　（罰則：３月以下の懲役又は５万円以下の罰金）

　道路交通法には、「軽車両は、著しく歩行者の通行を妨げることとなる場合を除き、・・・路側帯を通行するこ
とができる。」と規定されています。（道路交通法第１７条の２）
　自転車で道路左側の路側帯を通行する場合は、歩行者の妨げにならないように注意しましょう。

①道路標識や道路標示により自転車通行可の場合。
②自転車の運転者が、児童・幼児（１３歳未満）、７０歳以上車道通
　行に支障がある身障者
③道路工事、駐車車両、著しく交通量が多い、車道の幅が狭いなど、
　歩道を通行することがやむを得ない場合。
※歩道は、歩行者の通行のための場所ですから、自転車を走行させる
　場合は、歩行者の安全を最優先しなければなりません。

※『自転車専用通行帯』とは、自動車等と自転車の通行部分を区分し、自
　転車専用通行帯として指定された部分です。
　自転車専用通行帯は、道路左側の自転車通行帯を通行しましょう。

◎『路側帯』とは、歩行
者通行のため、歩道がな
い道路に設置されている
いわゆる「歩行者用」の
通行部分です。

◎『駐停車禁止路側帯』
とは、『路側帯』を駐停
車禁止として指定した通
行部分です。

※一番上の写真のように、歩道がある場所での白線は、『車道外側線』です。『路側帯』ではありません。

道路交通法の一部改正
平成25年12月１日施行

左側の路側帯は通行可能 右側の路側帯は通行不可

自
転
車
は
、
原
則
と
し
て

　

「
道
路
左
端
」
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

福島県（福島県交通対策協議会）・福島県警察本部

路側帯を通行する場合は、「道路左側の路側帯」を通
行しなければなりません。（道路交通法第１７条の２）

☆自転車が「歩道」を通行できる場合☆

車
道
外
側
線

歩
道

車
道
外
側
線
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道

19　広報あさかわ　2014.4

医
療
機
関
等
に
お
け
る
窓
口
負
担
の

免
除
に
つ
い
て

　

窓
口
負
担
の
免
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
な
い
免
除
証
明
書

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
免

除
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効

期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
免
除
証
明
書
の
有

効
期
限
後
も
、
ご
加
入
の
医
療
保
険

の
保
険
者
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
窓

口
負
担
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
窓
口
負
担
が
免
除
さ
れ
る
場

合
、
有
効
期
限
が
更
新
さ
れ
た
新
し

い
免
除
証
明
書
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

※

引
き
続
き
窓
口
負
担
が
免
除
さ

れ
る
場
合
、
新
し
い
免
除
証
明
書
は

ご
加
入
の
医
療
保
険
の
保
険
者
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
窓
口
負
担
の
免
除
、
免

除
証
明
書
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ご
加
入
の
医

療
保
険
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
保
健
福
祉
部
国
民
健
康
保
険
課

　

☎
0
2
4-

5
2
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7
2
0
3

　

認
知
症
の
症
状
と
接
し
方
、
医
療

機
関
の
受
診
、
介
護
保
険
の
利
用
、

本
人
や
家
族
の
心
身
の
問
題
な
ど
の

つ
い
て
、
認
知
症
介
護
経
験
の
あ
る

相
談
員
が
電
話
又
は
面
接
に
よ
る
助

言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
話
料
は
相
談
者
負
担
で
す
が
、

相
談
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

☎
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2
4-

5
2
2-

1
1
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2

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て
い

る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
を

電
話
、
面
接
、
手
紙
又
は
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

家
に
よ
る
法
律
、
年
金
・
保
健
、
税

金
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
通
話
料
は
相
談
者
負
担
で
、
専

門
家
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

☎
0
2
4-

5
2
4-
2
2
2
5
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自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
一
部
取
り
扱
っ
て
い
な

い
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
）
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
送
付

致
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に
よ
り
届

か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
１

日
㈫
か
ら
6
月
2
日
㈪
ま
で
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

自
動
車
税
の
納
期
限
は

6
月
2
日
で
す

その他

,

,

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒

程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
・
高
卒
者
試
験
）
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
1
日
㈫
〜
8
日
㈫

第
1
次
試
験
日

4
月
27
日
㈰

一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
9
日
㈬
〜
21
日
㈪

第
1
次
試
験
日

6
月
15
日
㈰

一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

6
月
23
日
㈪
〜
7
月
2
日
㈬

郵
送
・
持
参

6
月
23
日
㈪
〜
26
日
㈭

第
1
次
試
験
日

9
月
7
日
㈰

　

申
し
込
み
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

司
法
書
に
よ
る

　
　
　

無
料
相
談
会

東
日
本
大
震
災
の

　
　

被
災
者
の
方
々
へ

高
齢
者
総
合

　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

福
島
県
認
知
症

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

募 集

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　

（
白
河
市
本
町
2
）

　

４
月
３
日
㈭

　

５
月
１
日
㈭

　

6
月
5
日
㈭

　

午
後
5
時
〜
8
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
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（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

4
月
17
日
㈭

　

5
月
15
日
㈭

　

6
月
19
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
4
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
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祭
日
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月
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午
前
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時
〜
午
後
0
時
30
分
、
午
後

1
時
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分
〜
午
後
4
時

　

白
河
司
法
書
士
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合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
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2
4
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2
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1
7
8
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相 談
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花火の里花火の里
第12回第18回第18回

① 一般・健康の部……………………………2,500円
（町外小中学生・高校生が参加する場合は1,000円）
② 親子・ペアの部……………………………3,500円
（町内の方が親子の部に参加する場合は2,500円）
③ 町外小中学生、高校生……………………1,000円
④ 町内小中学生…………………………………無　料
（浅川小、里白石小、山白石小、浅川中）
※マラソン保険料も含みます。

平成26年5月9日（金） 当日消印有効申込締切
申込書は、浅川町中央公民館または浅川町役場窓口に備えてあります。

町内小中学生には、各学校を通じて大会要綱（申込書）を配布する予定です。

□主催 浅川町体育協会
□共催 浅川町・浅川町教育委員会
※6月22日(日)大会当日は、町内の一部の区間について交通規制等が行われますのでご理解ご協力くださいますよ
　うお願いいたします。なお交通規制等の詳しい内容につきましては、後日回覧などで連絡いたします。

◇申込先／問い合わせ先　花火の里　浅川ロードレース大会事務局
　〒963-6204　福島県石川郡浅川町大字浅川字背戸谷地143-5　浅川中央公民館内
　電話 0247-36-2134　FAX 0247-36-4805

第 １ 部
第 ２ 部
第 ３ 部
第 ４ 部
第 ５ 部
第 ６ 部
第 ７ 部
第 ８ 部
第 ９ 部
第１０部
第１１部

男子　３９歳以下
男子　４０歳代
男子　５０歳代
男子　６０歳以上
女子　フリー（高校生以上）
男子　３９歳以下
男子　４０歳代
男子　５０歳代
男子　６０歳以上
女子　フリー（中学生以上）
中学男子

１０ｋｍ

５ｋｍ

部　門 種　　　　　　目 距　離
第１２部
第１３部

第１４部

第１５部
第１６部
第１７部
第１８部
第１９部

第２０部

女子　フリー（高校生以上）
中学女子

小学４年生以下男子
小学５・６年生男子
小学４年生以下女子
小学５・６年生女子
親子の部（子は小学２年生以下）

３ｋｍ

２ｋｍ

部　門 種　　　　　　目 距　離

なかよし男女ペアの部
（高校生以上）

健康の部
（一般男女で制限なし）

◇日時／平成2 6年6月2 2日 (日 )  午前 9時開会式〈雨天決行〉
◇会場／浅川町役場前 (スタート・ゴール )
◇日時／平成2 6年6月2 2日 (日 )  午前 9時開会式〈雨天決行〉
◇会場／浅川町役場前 (スタート・ゴール )

出場者
募集!!
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軽自動車税
固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
町県民税

後期高齢保険料

全期
１期
１期
１期

２期
２期
２期

３期
３期
２期
１期

４期
４期

２期

５期
５期
３期
３期

６期
６期

４期

３期
７期
７期

５期

８期
８期
４期
６期

４期
９期
９期

７期
１期

税目等 4月
28日

5月
27日

6月
27日

7月
28日

8月
27日

9月
29日

10月
27日

11月
27日

12月
25日

1月
27日

2月
27日
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税務課からのお知らせ

平成26年度浅川町町税等納付期限一覧について
平成26年度の町税等の納付期限は次の表のとおりです。忘れずに納付しましょう。

平成26年度から町税等の口座振替を希望される方は早めの手続きを
　毎回、納付書を持って金融機関まで納めに行くのが大変…そんな方に口座振替をお勧めします。
手続きをすれば各金融機関本店・支店から自動で納期日に口座から引き落とされるので、納めに行く手間がいらず、
納め忘れもありません。申請は、町内各金融機関支店の窓口でできますので、届出してある印鑑を持参のうえ申請
してください。
固定資産税縦覧帳簿の縦覧
　土地の地目や地積、決定された土地の価格及び家屋評価により決定された家屋の価格を固定資産縦覧台帳により、
原則として毎年４月１日（火）から５月27日（火）の最初の納期限までの間、税務課において納税義務者及びそ
の委任を受けた方（委任状が必要）が縦覧することができます。
　なお、価格などに不服がある場合は、浅川町固定資産評価審査委員会に対して、固定資産台帳に価格などを登録
した旨を公示した日から納税通知書の交付を受けた日後60日までに、審査の申し出をすることができます。
　ただし、基準年度以外の年度では、地目変換のあった土地や新築・増築のあった家屋などを除いて、審査の申し
出をすることはできません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

後期高齢者医療保険料率が見直されました
　保険料を算出する保険料率は、県内の被保
険者の２年間の医療給付費を推計し、２年ご
とに見直すこととなっております。今回、平
成26年度、27年度の保険料率等が見直され
ました。主な改正点については下記のとおり
です。その他詳しい内容については保健福祉
課までお問い合わせください。

肢体不自由者相談会の開催について
　平成26年度身体障がい者相談会の肢体不自由者相談会が下記
の日程で開催されます。相談会では車いす、義足、装具などの
補装具の判定が受けられますのでぜひご参加ください。
　出席を希望される方は事前に予約が必要となりますので、保
健福祉課までご連絡ください。

会　　場　郡山市障害者福祉センター
日　　程　平成２６年　４月１０日（木）、　５月　８日（木）
　　　　　　　　　　　６月　５日（木）、　７月　３日（木）
　　　　　　　　　　　８月２１日（木）、　９月１８日（木）
　　　　　　　　　　１０月　２日（木）、１１月　６日（木）
　　　　　　　　　　１２月　４日（木）
　　　　　平成２７年　１月　８日（木）、　２月　５日（木）
受付時間　午後１時から３時
※上記の日程は県中地方のものになります。それ以外の地区を
　ご希望の場合は保健福祉課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　36-4123
　

税務課からのお知らせ

保健福祉課からのお知らせ

区　分

それぞれの保険料率による保険料額参考表（年額）

均等割額

区　分 現行の保険料率 新しい保険料率 増加額

所得割額
限度額

40,000円
7.76％
55万円

4,000円

6,000円

115,200円

4,100円

6,200円

121,100円

＋100円

＋200円

＋5,900円

41,700円
8.19％
57万円

現行の保険料率
（平成24・25年度）

年金収80万円の
単身者の場合
年金収入150万円の
単身者の場合
年金収入250万円の
単身者の場合

新しい保険料率
（平成26・27年度）



◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

太樂　ヨシノ

薄井　　清

佐川　貞子

近藤　和久子

佐藤　　正

緑川　悦子

圓谷　豊壽

93歳

66歳

60歳

84歳

90歳

78歳

73歳

荒町

小貫

里白石

太田輪

本町2区

荒町

荒町

男

女

啓太 寛子

考広 紀子

男

女

民男 みどり

秀樹 宏子

荒　町

東大畑2区

染

簑輪

あおい

たしょう

きっぺい

ゆ い の

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

水野　桔平

樋口　葵陽

鈴木　翔大

原　優衣乃

お誕生おめでとう

○恋歌 （朝井まかて/講談社）
○抱影 （北方謙三/講談社）
◯襲名犯 （竹吉優輔/講談社）
○わたしはマララ （マララ・ユスフザイ/学研）
○グリード（上）（下）（真山仁/講談社）

○はーくしょい （せなけいこ/ポプラ社）
○おまえうまそうだな （西宮達也/ポプラ社）
○おとうさんはウルトラマン （西宮達也/学研）
○はなみずちゅるる～ん！ （よこみちけいこ/ポプラ社）
○おおきく おおきく おおきくなあれ （まついのりこ/童心社）

中央公民館　図書室からのお知らせ

平成26年還暦祝賀会様
　今年還暦を迎える平成
26年還暦祝賀会が、浅
川町社会福祉協議会と浅
川中学校、浅川小学校、
里白石小学校へそれぞれ
寄付をしました。

国民年金納付制度で将来の年金額を増やせます
　納付制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納
付することにより、将来の年金額を増やすことができ
るものです。
　また、年金を受給できなかった方は納付制度を利用
することで年金が受けられる場合があります。
　過去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜ
ひ納付制度をご利用ください。なお、納付制度が利用
できる期限は平成27年9月30日までとなっています。
お早めに申し込みください。
納付書の「使用期限」にご注意ください
　平成16年4月以降分の後納保険料納付書の使用期限
は、平成26年3月31日までとなっております。すで
に後納制度を申し込まれた方で納付がお済みでない方
は、新たな加算額による納付書を発行しますので「国
民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務
所にご連絡ください。
　※平成16年3月以前の後納保険料は、10年を超え
るため納付できません。
〈受付時間〉
　月曜日　　　午前8時30分～午後7時
　火～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　第２土曜日　午前9時30分～午後4時
【お問い合わせ】
　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）

0570-011-050
050から始まる電話でおかけになる場合は

03-6731-2015

ご寄付ありがとうございます

国民年金のお知らせ

　平成26年度浅川町健
康カレンダーが、現在行
政区長さんをとおして各
家庭に配布されています。
基本的に1世帯に１部と
なっておりますが、１部
以上希望される場合は保
健センターまでご連絡く
ださい。

健康カレンダー配布

広報あさかわ　2014.4　22

今月の新刊

開室時間　月～金　8:30～17:00
　　　　　第１・３土曜日は、10:00～12:00まで
　　　　　「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!!～
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8
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9

16
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3

10
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5/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

１学期始業式・入
学式（小中学校） 
午前保育・家庭訪
問（山保）

希望保育（浅保）

家庭訪問～25日
まで（幼稚園）

授業参観・
PTA総会・
学年懇談会（浅中）

希望保育（浅保）

もぐもぐ教室
（保セ）
避難訓練（山小）

保育参観・
PTA総会（幼稚園）

避難訓練（浅小）

授業参観・PTA総
会（各小学校）
避難訓練（山保）

１歳６か月児健診
 （保セ）
身体測定（浅保）
花まつり（山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
家庭訪問～25日
（里小、山小）
身体測定（山保） 

つどいの広場
育児相談・3～4か
月児健診
（保セ）
入園式（幼稚園）

行政区長会議
（公民館）
１年生を迎える集い
（山小）

交通教室（山小）
始業式（幼稚園）

股関節脱臼検査
（石川保セ）　

なんでも法律相談
（福セ）

防犯協会総会
（公民館）
こころの健康相談
（保セ）
ぎょう虫卵検査
（浅保、山保）
交通指導（山保）

おたのしみ会
（山保）

　石川中央医院
（石川町） 
☎26-2024
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

広報発行日昭和の日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

役場窓口延長
資源 A地区
不燃 B地区

消防団春季検閲式
（町民グラウンド）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院 
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形外科
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町） 
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所 
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町） 
☎３３ー２０１２

医○

医○

入所式（浅保）

憲法記念日
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　（公民館）
入所式（山保）
図○

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

資源ゴミ

不燃ゴミ

A地区
B地区

荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
上記以外の区域

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内
の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず
　事前に電話で確認をしてください。

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１７件
１件
１件

２月の２月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,９２１人
３,４７３人
３,４４８人
２,１７４世帯

（±０）
（＋２）
（－２）
（－５）

（３月１日現在）
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

太樂　ヨシノ

薄井　　清

佐川　貞子

近藤　和久子

佐藤　　正

緑川　悦子

圓谷　豊壽

93歳

66歳

60歳

84歳

90歳

78歳

73歳

荒町

小貫

里白石

太田輪

本町2区

荒町

荒町

男

女

啓太 寛子

考広 紀子

男

女

民男 みどり

秀樹 宏子

荒　町

東大畑2区

染

簑輪

あおい

たしょう

きっぺい

ゆ い の

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

水野　桔平

樋口　葵陽

鈴木　翔大

原　優衣乃

お誕生おめでとう

○恋歌 （朝井まかて/講談社）
○抱影 （北方謙三/講談社）
◯襲名犯 （竹吉優輔/講談社）
○わたしはマララ （マララ・ユスフザイ/学研）
○グリード（上）（下）（真山仁/講談社）

○はーくしょい （せなけいこ/ポプラ社）
○おまえうまそうだな （西宮達也/ポプラ社）
○おとうさんはウルトラマン （西宮達也/学研）
○はなみずちゅるる～ん！ （よこみちけいこ/ポプラ社）
○おおきく おおきく おおきくなあれ （まついのりこ/童心社）

中央公民館　図書室からのお知らせ

平成26年還暦祝賀会様
　今年還暦を迎える平成
26年還暦祝賀会が、浅
川町社会福祉協議会と浅
川中学校、浅川小学校、
里白石小学校へそれぞれ
寄付をしました。

国民年金納付制度で将来の年金額を増やせます
　納付制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納
付することにより、将来の年金額を増やすことができ
るものです。
　また、年金を受給できなかった方は納付制度を利用
することで年金が受けられる場合があります。
　過去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜ
ひ納付制度をご利用ください。なお、納付制度が利用
できる期限は平成27年9月30日までとなっています。
お早めに申し込みください。
納付書の「使用期限」にご注意ください
　平成16年4月以降分の後納保険料納付書の使用期限
は、平成26年3月31日までとなっております。すで
に後納制度を申し込まれた方で納付がお済みでない方
は、新たな加算額による納付書を発行しますので「国
民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務
所にご連絡ください。
　※平成16年3月以前の後納保険料は、10年を超え
るため納付できません。
〈受付時間〉
　月曜日　　　午前8時30分～午後7時
　火～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　第２土曜日　午前9時30分～午後4時
【お問い合わせ】
　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）

0570-011-050
050から始まる電話でおかけになる場合は

03-6731-2015

ご寄付ありがとうございます

国民年金のお知らせ

　平成26年度浅川町健
康カレンダーが、現在行
政区長さんをとおして各
家庭に配布されています。
基本的に1世帯に１部と
なっておりますが、１部
以上希望される場合は保
健センターまでご連絡く
ださい。

健康カレンダー配布

広報あさかわ　2014.4　22

今月の新刊

開室時間　月～金　8:30～17:00
　　　　　第１・３土曜日は、10:00～12:00まで
　　　　　「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!!～
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5/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

１学期始業式・入
学式（小中学校） 
午前保育・家庭訪
問（山保）

希望保育（浅保）

家庭訪問～25日
まで（幼稚園）

授業参観・
PTA総会・
学年懇談会（浅中）

希望保育（浅保）

もぐもぐ教室
（保セ）
避難訓練（山小）

保育参観・
PTA総会（幼稚園）

避難訓練（浅小）

授業参観・PTA総
会（各小学校）
避難訓練（山保）

１歳６か月児健診
 （保セ）
身体測定（浅保）
花まつり（山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
家庭訪問～25日
（里小、山小）
身体測定（山保） 

つどいの広場
育児相談・3～4か
月児健診
（保セ）
入園式（幼稚園）

行政区長会議
（公民館）
１年生を迎える集い
（山小）

交通教室（山小）
始業式（幼稚園）

股関節脱臼検査
（石川保セ）　

なんでも法律相談
（福セ）

防犯協会総会
（公民館）
こころの健康相談
（保セ）
ぎょう虫卵検査
（浅保、山保）
交通指導（山保）

おたのしみ会
（山保）

　石川中央医院
（石川町） 
☎26-2024
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

広報発行日昭和の日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

役場窓口延長
資源 A地区
不燃 B地区

消防団春季検閲式
（町民グラウンド）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院 
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形外科
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町） 
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所 
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町） 
☎３３ー２０１２

医○

医○

入所式（浅保）

憲法記念日
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　（公民館）
入所式（山保）
図○

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

資源ゴミ

不燃ゴミ

A地区
B地区

荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
上記以外の区域

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内
の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず
　事前に電話で確認をしてください。

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１７件
１件
１件

２月の２月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,９２１人
３,４７３人
３,４４８人
２,１７４世帯

（±０）
（＋２）
（－２）
（－５）

（３月１日現在）
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検索広報あさかわ
■〒963－6292　福島県石川郡浅川町大字浅川字背戸谷地112番地の15　■電話 ０２４７－３６－４１２１　FAX ０２４７－３６－２８９５
■ＨＰアドレス　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/　■WEB版広報あさかわ　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/kouhou/
■印刷　浅川印刷所（浅川町）

編集・発行／浅川町役場 総務課

岡田聖子 さん（山白石６区）
▶年齢は?　３４歳
▶出身は?　古殿町
▶家族構成は?
　夫、娘、息子2人、義父、義母、祖母
▶趣味は?　ロジック
▶今 欲しいものは?　マッサージチェア
▶楽しかった思い出は?
　家族で行ったディズニーランド、
　友達とのバーベキュー
▶どんなスポーツが好きですか?
　バレーボール、バドミントン
▶プチ将来は？
　家族で海外旅行
▶町の印象は？
　明るい所、夜はちょっと怖いかな・・・
▶何か一言どうぞ
　美加ちゃんよろしくね～!!

高野孝寿 さん（山白石４区）
▶年齢は?　２２歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?
　父、母、姉、叔父、叔母
▶趣味は?　音楽鑑賞
▶今 欲しいものは?　服
▶楽しかった思い出は?　Live
▶どんなスポーツが好きですか?
　サッカー
▶プチ将来は？
　大型免許取得
▶町の印象は？
　のどかで平和な町
▶何か一言どうぞ
　継続は力なり

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
鈴木　涼さん
(山白石４区)
の予定です

次回は
岡田美加さん
(山白石６区)
の予定です


